


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































二iiEiT すぎきり鞭(－）numjuraNkanumjuraNdaroka(－）nｕｍａＮｋａ numaNtlkanumaNtakanumaNtarokanumaNdaroka (－）numjuraNkajaxnumjuraNdarokajax(－）numaNkajaxnumandarokajax numaNtfkajaxnumaNtakajaxnumaNtarokajax
.ａr，jasehejanumaNka・アレ（カレ）ハサケハノマナイカ（たずねにも)。
.（×urajasehejanumaNka、２人称はダメ）
･taganumaNkai．（たくぎんいるなかで）ダレガノマナイカナ。
(21）うちけし動詞たずね法の活用もみとめ動詞に準ずる。
(うちけし動詞終止形たずね法）
ざらず
ヲリ形
numjuraNna
numJuraml
numjurat
すぎ
ilM鱗ｌ
ｎｕｍａＮｔｒｉｚ’
さり
ヲリ形
numjuraNtlna
numjuraNtamI
numjuraNtrix
すぎ
非ヲリ形
nｕｍａＮｎａ
ｎｕｍａｍｌ
ｎｕｍａｔ
テンスーアスペクト
ムードーつくり
一般た、ａ形
ずれ、形
疑問詞たずね
･uraxs6h6janumaNna・キミハサケハノマナイカ。（ノマナイと予想して）
･seh6numaml・サケヲノマナイカ。（さそい的にもなる）
･numumat・ナニヲノマナイ。（×ｎｕｘｎｕｍａｍ・はダメ）
（22）疑問詞たずねにかかりむすび終止形をつかうこともできる。これもみとめ動詞と同
様である。これはすすめ的にもなる。
－１７８－
Hosei University Repository
・urasehejanumaNna・キミハサケハノマナイカ。（ノマナイと予想して）
・sehMumaml・サケヲノマナイカ。（きそい的にもなる）
．、uxnumat・ナニヲノマナイ。（×nuXnumam・はダメ）
うちけしの一般たずね形numaNnaのすすめ的な用法は、すすめ形としてあつかってある。
（23）うちけし動詞はたらきかけ法は、うちけしの命令（禁止）のかたちと命令一たのみ
的なかたちとがある。このつくりもそれぞれみとめ動詞のそれに対応する。ただし、みとめ
動詞にみられたヲリ形numjurI，numjurljoにあたる（numjuNna)，（numjuNnajo）はない。
ただし、シトル系派生動詞のnuduNna，nuduNnajoはある。例文もだしておく。
（うちけし動詞はたらきかけ法）
かたち
ｎｕｍｎａ
ムード
命令
･sehejanumna・サケハノムナ。
･uqkara？wlxjanumnajo、ソレカラウエハノムナ
ヨ（ノマナイデル
･itIgadfmnacjuNnaイツマデモナイテルナ。
･gasinuduNnajo・ソンナニノンデルナヨ（ノンデナ
イデ)。
命令一たのみlnumnajo
(24）うちけし動詞のねがい法はみあたらない。
（25）つくりのうえで、numjurからの文法的な派生動詞として形態論であつかう必要の
ありそうなかたちのうち、気づいているものをあげておく。いままでにふれたものははぶく。
numjurのアスベクト的な派生動詞として、numjurjurのようなかたちがあるが、過去の
numjurjutaはあまりいわなくて、numjutaをつかうなど、活用体系がどのくらいそろうか
は不明である。つくりとしてはノミヲリヲリにあたる。
アスベクチュアルな派生動詞としてnumjurに対立して活用体系もしっかりしているのは
nudurである。ノミテヲリ、ノンドルにあたる。この派生動詞のシテヲリヲリ形nudurjur
もわからないことはない。
つくりの点でシテアル（アリ）にあたるｎｕｄｌａｒもあるが、標準語より用法がひろい。
また、ｎｕｄｌａｒのうちけしｎｕｄｌｎｅｍ（マダノンデナイに対して同音形式でｎｕｄｆｎｅｍ（ノ
ンデモウナイ＞）ノンデシマッタがある。とりたてのnudfjanemはシテアルのうちけしの
とりたて（マダノコッテイル)。nudIikjurノンデイク、ｎｕｄｌｋｊｕｒノンデクルのような
かたちもある。ボイス的な派生動詞はうけみ、可能がnumarlr，使役がnumasjurである。
ただし、「サ変」ｓｊｕｒの使役形はsimIr，Ｓｉｍ(r)jur．また、サレルにあたるsrrarIrはsjur
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の可能動詞でもある。
やりもらい動詞ではシテヤルにあたるかたちがなく、シテクレルーシテモラウの「クレモ
ライ」のワクぐみなのは東北方言などと同様である。nudI2kurrrノンデクレル（Cf．Ｆウ
シテクレヨウ)、nudrmora(r)jurノンデモラウ。
その他ｎｕｄｆｍｍｉｒノンデミル（ノンデモミルに対応か)、nudrmisi(r)jurノンデミセル
やnudIukjurノンデオクのようなかたちもみとめられる。うやまい動詞は規則的には
numiNsjorでできるが、ノムに関してはmisjorメシアガルもある。
派生形容詞的なnumbusjaノミタイ、numcjagesaノミソウダのうち前者からはノミタガ
ルにあたるくみたて動詞numbusjasjurができる。
（つけたり）本稿は筆者が以前発表した「奄美諸島加計呂麻島諸鈍方言の動詞の語形変化
おぼえがき」（学習院女子短期大学『国語国文論集』２，１９７３）につながるが、直接には
1985年空中分会で口頭発表した「諸鈍方言の動詞の活用体系おぼえがき」（１）に手をくわ
えたものである。終止形以外についても、口頭発表の原稿があるが、今回はそれまで検討す
ることができなかった。諸鈍方言については一貫して、金久正先生におしえていただいて
いる。金久先生は諸鈍方言の文法現象のなかでもとりわけふるい層に興味と関心をしめきれ、
おおくの事実を丹念におもいだして〈だきった。ふかく感謝する。それを体系化する筆者の
ちから不足から、意味＝内容面を中心としてぬけおちがあるが、今後の研究のたたき台にな
ることをねがう。
故中本正智先生には、奄美方言を勉強するヤマトゥンチュということで、いろいろ目をか
けていただき、しばしば論文の発表をもとめられた。中本先生とちがっていくつも原稿が用
意してあったりすることはないので、なかなか要望にそえなかった。諸鈍方言に関しても、
筆者の旧稿をなんとかしろというおはなしがあったようにおもう。いまもつたない本稿では
あるが、中本先生にみていただけなくなってしまった。合掌。
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